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2006年ノーベル賞自然科学3部門の受賞者決まる
1．自然科学 3部門受賞者と受賞理由の概要
盧 生理学・医学賞
Andrew Z. Fire（米） ：スタンフォード大学
Craig C. Mello（米） ：マサチューセッツ大学
受賞理由
「２本鎖RNAによる遺伝子発現抑制現象
（RNA干渉：RNA interference（RNAi） ）の発見」に対して
　ゲノムはDNAの塩基配列として書き込まれており、これがRNAに転写され（mRNA）、タ
ンパク質に翻訳される。この遺伝子発現機構を阻害し、機能を抑制させる手立ての一つとして、
RNAi が注目を集めている。RNAi とは二本鎖RNA（double-stranded RNA: dsRNA）によっ
て塩基配列特異的にmRNAが抑制されて、タンパク質への翻訳が阻害され、最終的に遺伝子
発現が抑制される現象であり、遺伝子サイレンシングの一つに挙げられている。
　細胞外部から導入した一本鎖RNAがショウジョウバエの体細胞内における遺伝子発現を
抑制することは 1985年に報告されていたが、1998年、Fire 氏とMello 氏らは、線虫で二本鎖
RNAが遺伝子発現抑制に直接関与していることを明らかにし、その抑制現象をRNAiと名づ
けた。
　Fire 氏とMello 氏らは、二本鎖 RNA（標的mRNAと同じ配列を有する RNAと、その
mRNAと相補的な配列を有するRNAとから成る）を線虫の細胞内に導入したところ、二本
鎖RNAは一本鎖RNA（mRNAと相補的な配列を有するRNA）の場合に比べて選択的かつ効
果的に遺伝子発現を阻害することを明らかにし、その成果を 1998年のNature 誌に「線虫の２
本鎖RNAによる強力かつ特異的な遺伝学的干渉（Potent and specific genetic interference by 
double-stranded RNA in Caenorhabditis elegans）」として報告した（Nature 1998, 391（6669）：
806‐811）。
　その後の研究により、RNAiは哺乳類を含めたほとんどの生物に共通にみられる現象である
ことが明らかになっており、今日では、医学・薬学・生物学・工学などのさまざまな分野にお
いて、RNAiは生命現象や疾患にかかわる遺伝子の機能を解析するためのツールとして利用さ
れている。また、遺伝子発現を抑制することから、疾患にかかわる遺伝子の機能を抑制する治
療薬としての期待も高まっている。
　2006年のノーベル賞自然科学３部門（生理学・医学賞、物理学賞、化学賞）の受
賞者が決まった。10月２日にスウェーデン　カロリンスカ研究所より生理学・医学
賞が、同国王立アカデミーから３日に物理学賞、４日に化学賞が発表された。以下
に３部門の受賞者と受賞理由について紹介する。
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2006年ノーベル賞自然科学3部門の受賞者決まる
盪 物理学賞
John C. Mather（米） ：米国航空宇宙局（NASA）
George F. Smoot（米） ：カリフォルニア大学バークレー校
受賞理由
「宇宙背景放射のゆらぎ測定による宇宙の非等方性の発見」に対して
　宇宙が大爆発から始まったとするビッグバン仮説によれば、宇宙背景放射は最も初期の宇
宙の名残である。2006 年の物理学賞は、宇宙背景放射観測衛星の開発及び観測を主導した
Mather 氏と測定データから温度ゆらぎを発見したSmoot 氏に対して贈られることになった。
　ビッグバン直後の宇宙の温度は 3,000℃で、その後宇宙の膨張に伴って絶対零度（0K）近く
まで冷却される。ビッグバン直後の宇宙は「異なる波長の電磁波を放射しながら膨張する物
体」にたとえることができ、電磁波の波長分布は温度に依存し、黒体放射として知られている。
1989年にNASAが打ち上げた宇宙背景放射観測衛星C
コ ー ビ ー
OBE（Cosmic Background Explorer）は、
地上では精密に測定できない宇宙背景放射を軌道上で観測するもので、黒体放射の波長分布を
測定することにより、宇宙の温度が測定できる。COBEの測定により、現在の宇宙の温度は
2.7Kと計算された。この測定により、宇宙論は実証可能な精密科学になった。
　さらに、受賞者らはCOBEの測定データから方向によって異なる 10万分の１度の範囲のわ
ずかな温度ゆらぎ、すなわち宇宙の非等方性を発見し、現在の宇宙の姿に至った経緯を説明す
る重要な糸口を与えた。温度ゆらぎは、宇宙の物質が集合し、銀河や星、さらに生命が誕生す
るためにも必要なものである。もしこのメカニズムがなければ、現在の宇宙は全く別の姿にな
ったであろう。
蘯 化学賞
Roger D. Kornberg（米） ：スタンフォード大学
受賞理由
「真核生物における転写の分子的基盤に関する研究」に対して
　生物の生命現象の中でタンパク質は重要な働きをしており、その設計図はほとんどの生物で
DNAに存在する。その設計図の情報はmRNAに転写された後、リボソームによってアミノ
酸へと翻訳されタンパク質ができる。このDNAからmRNAへの転写を担う因子がRNAポ
リメラーゼという酵素である。
　コーンバーグ氏は、真核生物の一種である酵母について、そのRNAポリメラーゼのエック
ス線結晶構造解析を行うなど、真核生物におけるタンパク質合成のための遺伝情報伝達システ
ムを分子レベルで解明した。その成果は、Science誌をはじめ、多数報告されている※。
　転写プロセスの障害は、がん、炎症、心臓病や代謝性疾患等の多くの疾患に結びついている
ことから、転写のしくみを解明することは重要である。また転写の調節機能は幹細胞の分化に
寄与することから、様々な疾患治療を目的として幹細胞を利用する際に当研究成果が貢献する
ものと考えられる。
※代表的なものとして、以下の論文が挙げられる。
蘆 転写の構造的基盤：解像度 2.8 オングストロームのRNA polymerase II の立体構造（Structural 
basis of transcription：RNA polymerase II at 2.8 ångstrom resolution. Science 2001 292：1863-1876）
蘆 転写の構造的基盤：解像度 3.3 オングストロームのRNA polymerase II の伸長複合体の立
体構造（Structural basis of transcription：an RNA polymerase II elongation complex at 3.3 Å 
resolution. Science 2001, 292：1876 - 1882）
参考文献：ノーベル賞ホームページ、http://nobelprize.org/
